
国際交流基金ロサンゼルス日本文化センター
　2026-27年度継承日本語教育関連イベント支援事業（応募用紙）
	１．団体名（注1）
	

	２．代表者および副代表者氏名（注2）
	（代表者）
（副代表者）

	3．代表者および副代表者氏名（注2）(ローマ字)
	（Representative）
（Assistant Representative）

	4．団体住所
	住所：

送付先住所：

	5．団体連絡先
	（tel.）
（Email）

	6．団体設立年月日または活動開始年月日 
	

	7．主な活動
	

	7a. 貴団体の活動状況が分かる資料に関する証拠（ウェブサイト、新聞の記事、写真など）をご共有ください。。
	

	8．日本語教授従事者の人数
	

	9.　文部科学省からの支援（注3）
	　　　　支援を受けています　　　　　　　　支援を受けていません

	9a. 文部科学省から支援を受けている場合は、その詳細（支援対象の費用項目など）について教えてご教示ください。
	

	10. 外務省からの支援
	　　　　支援を受けています　　　　　　　　支援を受けていません

	10a. 外務省から支援を受けている場合は、その詳細（支援対象の費用項目など）について教えてご教示ください。
	

	11. 継承日本語向けの授業
	　　　　あります　　　　　　　　　　　　　ありません

	11a. 貴団体の継承日本語向けの授業の内容ややカリキュラムについて教えてご教示ください。
	

	12．上記11.の授業に所属する子どもの生徒の人数（過去3年間）（注4）
	2024年：（6歳未満）　　名、（6～12歳）　　名、（13歳以上）　　名
2025年：（6歳未満）　　名、（6～12歳）　　名、（13歳以上）　　名
2026年：（6歳未満）　　名、（6～12歳）　　名、（13歳以上）　　名

	13．イベント概要
	

	14．参加人数見込み
	

	15.　スケジュール（注45）
	

	16.　予算（注56）
	


（注1）団体名が未定のがまだ決まらない場合は、仮称をご記入頂けると幸いで記入くださいす。
（注2）申請団体におかれましては、主代表者と副代表者について、同一人物を兼任せず、それぞれ別個の個人を指定するようにお願いいたします。
（注3）貴団体貴校が補習授業校である場合、または文部科学省及び外務省から資金援助を受けている場合、本支援事業の対象外となり得ることがありますので現時点では貴校のプログラムを支援することはできませんのでご了承ください。 これは、文部科学省と国際交流基金ロサンゼルス日本文化センターがともに日本政府から資金援助を受けているためで、両団体から資金援助を受けることは 「二重取り 」となります。 

文部科学省から支援がいただいてないことが確認するために、応募用紙が提出した後に、継承日本語授業の証明を送る願いが可能性がある。 
（注4）継承日本語授業（JHL）（日本語が外国語としての授業（JFL）や補習授業校の国語の授業以外の）人数をご記入ください。
（注45）今年度は２０２６年４月１日～２０２７年３月３１日に行われるイベントが対象となります。２０２７年４月１日以降のイベントは今年度の対象外となりますので、来年度にご応募頂けると幸いですご留意ください。
（注56）予算は実施にかかる全ての費用をご記入ください。その中で当センターの支援を希望する費用項目とその金額合計をご記入ください。ご指定頂けると幸いです。


上記の記載内容に間違いはありません。

　　　年　　月　　日
（代表者）
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　電子署名　　　　　　　　　　　　　　　
（副代表者）
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　電子署名　　　　　　　　　　　　　　　
